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狂
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一
、
本
稿
は
天
明
期
成
立
ま
た
は
刊
行
の
江
戸
狂
歌
・
狂
文
七
十
一
種
に
、
天
明
狂
歌
作
者
を
主
と
す
る
貼
交
と
名
鑑
類
、
そ
れ
に
関
連
資
料

を
加
え
た
総
計
八
十
余
種
に
見
え
る
狂
歌
・
狂
文
作
者
と
画
者
、
並
び
に
狂
歌
の
題
中
と
狂
文
中
の
関
連
人
物
名
（
た
だ
し
狂
歌
壇
と
縁
の

あ
る
特
定
可
能
人
物
に
限
定
）
を
各
作
品
ご
と
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
最
終
末
尾
に
は
そ
の
総
合
索
引
を
付
す
。

一
、
各
作
品
に
は
、
総
合
作
索
引
用
と
し
て
二
文
字
の
略
称
を
【
】
内
に
付
記
し
た
。

一
、
各
作
品
の
解
題
は
書
誌
的
事
項
を
中
心
に
各
作
品
冒
頭
に
ま
と
め
、
底
本
（
翻
刻
を
含
む
）
を
明
示
し
た
。

一
、
底
本
が
翻
刻
の
場
合
は
原
本
に
当
た
り
直
す
こ
と
を
原
則
と
し
、
誤
植
等
が
あ
る
場
合
は
こ
れ
を
断
る
こ
と
な
し
に
改
め
た
。

一
、
各
作
品
中
の
掲
載
順
序
は
原
則
と
し
て
、
「
序
者
」
、
「
序
中
」
、
「
蹴
者
」
、
「
蹴
中
」
、
「
画
者
」
、
「
画
中
」
、
所
収
「
狂
歌
」
作
者
、
同
「
狂

文
」
作
者
、
狂
歌
の
「
題
中
」
、
狂
文
の
「
文
中
」
等
の
順
と
し
た
。

一
、
人
名
は
そ
れ
ぞ
れ
五
十
音
順
に
記
し
た
が
、
「
狂
歌
」
作
者
と
一
部
「
画
者
」
に
つ
い
て
は
、
各
冒
頭
に
阿
国
と
し
て
そ
の
歌
数
別
ま
た

天
明
狂
歌
・
狂
文
作
者
索
引
総
覧
稿

』.L
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六
四

は
画
図
数
別
の
人
数
構
成
を
示
し
、
次
い
で
人
名
を
所
収
数
の
多
い
者
か
ら
五
十
音
順
に
記
し
た
。

一
、
同
一
作
品
中
で
同
一
人
物
が
複
数
の
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
問
題
の
な
い
濁
点
の
有
無
を
除
き
、
見
出
し
表
記
以
外
の
す
べ
て

を

）
内
に
併
記
し
た
。

一
、
可
能
な
限
り
印
文
中
の
名
も
採
録
し
た
。

一
、
四
角
で
囲
っ
た
表
記
は
た
と
え
ば
、
圃
は
前
号
お
よ
び
か
つ
て
の
号
、
圃
は
印
文
中
の
名
、
園
は
国
付
け
を
含
む
所
付
け
等
、
固
は

年
齢
、
困
は
狂
名
に
「
女
」
と
注
記
が
あ
る
者
、
圏
は
生
業
、
園
は
追
善
や
年
忌
等
、
圏
は
グ
ル
ー
プ
名
、
園
は
柱
刻
、
圏
は
肖

像
画
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、
同
様
の
他
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
一
々
説
明
は
し
な
い
が
理
解
に
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。

一
、
入
集
狂
歌
数
（
便
宜
上
、
長
歌
等
も
狂
歌
一
首
と
し
て
数
え
た
）
や
画
図
数
等
は
算
用
数
字
で
こ
れ
を
示
し
た
。

一
、
「
題
中
」
「
文
中
」
の
索
引
で
は
、
そ
の
人
名
が
出
て
い
る
題
の
狂
歌
作
者
名
ま
た
は
狂
文
作
者
名
を
、
所
載
巻
（
数
）
名
ま
た
は
部
立
名

（
い
ず
れ
も
四
角
で
囲
っ
た
）
と
と
も
に
［
］
内
に
記
し
た
。

一
、
そ
の
他
各
作
品
特
有
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
題
中
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
た
。

狂
歌
・
狂
文
篇

初
笑
不
琢
玉
【
初
笑
】

原
本
未
見
。
底
本
は
「
み
な
お
も
し
ろ
」
第
四
巻
第
十
号
1
同
拾
弐
号
、
第
五
巻
第
弐
号
、
同
参
号
（
大
正
九
年
一
月
i
三
月
、
五

天
明
元
年
正
月
（
推
定
）
・
刊
本

月
、
六
月
）
掲
載
の
複
製
。
右
第
十
号
葉
報
欄
（
筆
者
名
不
記
載
）
と
「
狂
歌
書
類
解
題
（
一
）
」
（
「
可
良
毛
裳
」
第
一
号
、
大
正
七

年
八
月
。
筆
者
名
不
記
載
）
に
よ
れ
ば
、
刊
本
一
冊
で
書
名
は
「
狂
歌
不
琢
玉
」
と
も
あ
る
が
、
両
書
名
と
も
根
拠
不
明
。
浜
辺
黒

人
編
。
構
成
は
序
文
一
丁
、
本
文
十
九
丁
、
蹴
丈
一
丁
、
以
上
全
二
十
一
丁
。
序
文
は
末
に
「
四
方
赤
良
」
、
蹴
丈
は
末
に
「
辛
丑



四
谷
／
／
橘
洲
」
o

挿
絵
画
者
は
丹
青
洞
恭
円
等
（
詳
細
は
左
記
索
引
参
照
）
。
刊
記
は
な
い
が
、
天
明
元
年
の
歳
旦
狂

歌
集
で
あ
る
（
拙
稿
「
浜
辺
黒
人
に
よ
る
江
戸
狂
歌
の
出
版
｜
天
明
一
、
二
年
前
後
を
中
心
に
｜
」
〈
「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
三
十

周
年
記
念
論
集
」
、
平
成
十
年
三
月
〉
参
照
）
。
右
複
製
に
よ
れ
ば
、
柱
「
O
不
琢
玉
丁
付
（
序
、
一

1
二
十
）
一
一
昌
嘉
堂
」
。
書
型

も
不
明
だ
が
、
野
崎
左
文
の
透
き
写
し
と
思
わ
れ
る
写
本
（
他
の
写
本
二
書
と
合
綴
の
大
本
一
冊
、
慶
麿
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
。
書

名
は
序
の
匡
郭
外
に
「
初
笑
不
琢
玉
」
と
付
記
）
に
よ
れ
ば
、
本
文
匡
郭
縦
十
七
・
六
糎
、
横
十
一
・
七
糎
。
な
お
右
複
製
は
丁
付

「
十
七
」
の
丁
を
誤
っ
て
漏
ら
し
た
こ
と
に
後
で
気
づ
い
た
ら
し
く
、
同
丁
一
丁
分
の
み
を
最
末
尾
に
付
す
。
翻
刻
は
な
い
。

（
天
明
元
年
）

編
者

浜
辺
黒
人

四

方

赤

良

行

風

、

浜

辺

の

黒

人

（

園

芸

、

未

得

橘

洲

（

園

四

谷

）

蹴

中

浜

辺

黒

人

岡
国
6
図
1
人、

2
図
3
人
、
－
図
8
人
、
以
上
ロ
人
初
図
と
画
者
名
不
記
載
9
図

丹
青
洞
（
丹
育
、
恭
円
、
固
丹
青
）

6
、
亀
三
2
、
黒
人
（
固
六
十
四
翁
）

2
、
碧
山
（
固
松
月
）

2
、
一
之
1
、
玉
芝
1
、
金

仙
l
、
呉
竹
l
、
王
人
1
、
沙
光
l
、
青
峰
1
、
四
方
赤
良
l
、
不
明
9

岡
国
9
首
1
人、

5
首
1
人、

4
首
l
人、

3
首
5
人、

2
首
8
人
、
－
首
日
人
、
以
上
幻
人
的
首

浜
辺
黒
人
（
は
ま
へ
の
黒
人
、
黒
人
）

9
、
嚢
庵
鬼
守
（
鬼
守
）

5
、
き
の
た
ら
ん
と
4
、
橘
貞
風
（
夷
曲
庵
橘
貞
風
）

3
、
桃
境
亭

羽
岡
（
羽
岡
）

3
、
隣
海
（
隣
海
法
師
）

3
、
隣
魚
3
、
隣
笛
3
、
鬼
堀
採
癒
2
、
橘
洲
2
、
沙
光
2
、
春
鶴
2
、
大
狂
僧
白
隠
2
、

貞
也
（
園
小
田
原
）

2
、
碧
山
（
固
松
月
）

2
、
四
方
赤
良
2
、
亀
三
l
、
紀
の
や
し
な
ふ
1
、
耳
有
君
l
、
丹
青
洞
l
、
南
芝
1
、

巴
竜
1
、
瑞
舎
1
、
芙
山
1
、
堀
辺
の
さ
む
人
1
、
万
作
l
、
物
部
の
疎
l

四
方
赤
良
（
赤
良
、
園
牛
こ
み
こ
浜
辺
黒
人
歌
2

］

序
者

序
中

蹴
者

画
者

狂
歌

題
中

天
明
狂
歌
・
狂
文
作
者
索
引
総
覧
稿

六
五
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2 

頼
め
ざ
し
州
【
奥
歌
｝

天
明
二
年
正
月
・
刊
本

底
本
は
大
妻
女
子
大
学
蔵
半
紙
本
一
冊
。
原
題
築
「
鞘
め
さ
し
州
全
」
、
内
題
「
輿
歌
め
さ
し
州
」
。
序
文
に
よ
れ
ば
一
風
子
集
、
丹

青
洞
恭
円
編
。
構
成
は
口
絵
半
丁
、
序
文
一
丁
半
、
本
文
（
四
季
・
恋
・
雑
）
二
一
十
四
丁
半
、
刊
記
（
広
告
を
含
む
）
半
丁
、
以
上

全
三
十
七
丁
。
序
文
は
末
に
「
時
に
／
あ
め
あ
き
ら
か
な
る
ふ
た
つ
む
つ
ま
し
月
白
／
序
／
丹
青
洞
／
恭
円
」
。
口
絵
は
雪
江
書
、
挿

絵
画
者
は
丹
青
洞
恭
円
等
（
詳
細
は
左
記
索
引
参
照
）
。
刊
記
「
天
明
戊
寅
孟
春
／
芝
神
明
前
／
彫
工
上
村
仙
斧
／
同
所
／
書
林

泉
屋
市
兵
衛
」
。
刊
記
左
側
に
広
告
「
近
刻
／
醐
花
鳥
風
月
／
鞠
恋
の
も
、
州
」
。
柱
は
な
く
、
各
丁
裏
の
ノ
ド
に
丁
付
「
序
一
、
序
二
、

第
一
、
二
1
二
十
、
廿
一
、
廿
二
、
一
三
一
1
二
九
、
三
十
、
三
一

1
三
五
」
。
大
妻
女
子
大
本
と
同
板
の
九
州
大
学
文
学
部
蔵
本
を
底

本
と
し
た
翻
刻
が
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
一
巻
（
本
作
担
当
久
保
田
啓
一
氏
、
平
成
十
年
、
東
京
堂
出
版
）
に
収
ま
る
。
な
お
本

作
で
は
序
文
末
尾
に
序
文
清
書
者
名
が
あ
る
の
で
、
そ
の
名
を
便
宜
上
「
序
中
」
に
採
録
し
た
。

編
者

一
風
子
集
、
丹
青
洞
恭
円
編

丹
青
洞
（
固
恭
円
、
固
丹
青
洞
）
一
風
子
（
困
芝
）
、
二
字
堂
等
非
（
回
冊
・
生
）

阿
国
3
図
l
人
、
－
図
l
人
、
以
上
2
人
4
図
と
画
者
名
不
記
載
日
図

丹
青
洞
宗
円
、
回
恭
円
）

3
、
雪
江
（
園
、
固
思
孝
）

l
、
不
明
日

貞
徳
（
圏
こ
雪
江
画
］

岡
困
白
首
3
人
、
お
首
l
人
、
口
首
1
人
、
日
首
1
人
、
日
首
2
人、

9
首
l
人、

7
首
2
人、

5
首
l
人、

3
首
2
人、

2
首
2
人、

－
首
日
人
、
以
上
担
人

m首

夷
曲
庵
貞
風
（
貞
風
）
出
、
此
君
斎
芙
山
（
此
君
斎
）
目
、
丹
青
洞
恭
円
（
丹
青
洞
）
訂
、
大
木
戸
ノ
黒
牛
（
大
木
戸
黒
牛
、
黒
う
し
、

黒
牛
）
路
、
彊
ノ
苅
藻
（
聾
の
苅
藻
、
苅
藻
）
口
、
大
狂
僧
白
隠
（
白
隠
）
店
、
打
藁
屑
男
（
屑
男
）
口
、
紀
ノ
た
ら
ん
と
（
紀
の
た

ら
ん
と
、
紀
た
ら
ん
と
）
日
、
芝
為
則
斎
（
為
則
斎
）

9
、
塩
竃
斎
有
年
（
有
年
）

7
、
滝
本
ノ
糸
麿
（
滝
本
糸
麿
、
糸
丸
）

7
、
大

序
者

序
中

画
者

画
中

狂
歌



雪
堂
腫
風
（
腫
風
）

5
、
一
風
斎
3
、
柴
田
風
祇
（
風
祇
）

3
、
燕
子
2
、
巴
竜
2
、
宇
津
波
1
、
雲
姑
1
、
芥
堂
藁
l
、
寄
楽
女
l
、

鳩
口
l
、
愚
連
l
、
吾
民
1
、
西
岳
l
、
石
夫
l
、
玉
笥
一
橘
l
、
つ
く
し
の
西
男
l
、
貞
徳
1
、
と
せ
女
l
、
美
佐
女
1
、
楽
山
道

人

題
中

橘
貞
風
［
圃
屑
男
歌
］

3 

諒
指
頭
画
狂
膏
井
序
【
指
頭
】

底
本
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
四
方
赤
良
編
「
栗
花
集
』
半
紙
本
二
巻
二
冊
（
序
文
末
に
「
あ
め
あ
き
ら
け
き
五
つ
の
と
し
／
墜
架
ち
か

き
卯
月
の
末
／
四
方
や
ま
ひ
と
」
、
政
文
末
に
「
天
明
戊
申
季
夏
巴
人
亭
か
き
つ
」
）
の
う
ち
の
第
一
冊
目
（
巻
二
所
収
。
題
名

は
巻
一
目
録
に
よ
る
（
序
題
は
「
寄
」
が
「
歌
」
で
あ
る
他
は
同
じ
）
。
赤
良
自
筆
で
墨
付
四
丁
半
（
う
ち
序
文
〈
末
に
「
賀
邸
」
〉

一
丁
半
、
本
文
〈
題
「
指
頭
画
」
〉
三
丁
）
。
編
者
（
主
催
者
の
中
心
人
物
）
は
、
底
本
の
本
作
墨
付
第
三
丁
目
と
第
四
丁
目
が
正
し

く
は
逆
順
で
あ
る
こ
と
（
拙
稿
「
橘
洲
・
赤
良
と
三
囲
稲
荷
狂
歌
会
」
〈
「
東
海
近
世
」
第
十
号
、
平
成
十
一
年
五
月
〉
参
照
）
を
考

え
れ
ば
、
本
文
末
尾
に
入
集
し
て
い
る
四
方
赤
良
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
赤
良
は
当
日
の
参
集
を
欠
席
し
て
い
る
）
。
成
立
は
同
じ
日
に

天
明
二
年
四
月
二
十
日
成
・
写
本

催
さ
れ
た
「
4

三
囲
杜
頭
奉
納
狂
寄
」
の
本
文
末
に
「
時
天
明
二
年
壬
寅
四
月
廿
日
也
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
柱
、
丁
付
と
も

に
な
し
。
静
嘉
堂
本
を
底
本
と
し
た
『
栗
花
集
』
全
体
の
翻
刻
が
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
二
巻
（
同
作
担
当
石
川
了
、
平
成
十
年
、

東
京
堂
出
版
）
に
収
ま
る
。

編
者

四
方
赤
良
（
推
定
）

狂序
歌者

序
中

阿
国
l
首
犯
人
、
以
上
お
人
お
首

あ
け
ら
菅
江
l
、
蛙
面
坊
1
、
以
勢
た
ら
う
1
、
置
来
l
、
賀
邸
l
、
か
ら
衣
橘
洲
1
、
草
屋
師
鯵
1
、
軽
少
な
こ
ん
1
、
さ
ん
き
あ

賀
邸

あ
け
ら
か
ん
こ
う
、

へ
つ
、
東
作
、
よ
も
の
あ
か
ら

天
明
狂
歌
・
狂
文
作
者
索
引
総
覧
稿

六
七



六
人

り
ま
さ
1
、
十
二
栗
闘
1
、
智
恵
の
な
い
し
1
、
ぬ
け
う
ら
の
近
道
1
、
野
見
直
寝
1
、
秦
玖
呂
面
1
、
は
ま
へ
の
黒
人
1
、

一
文
字

の
白
根
1
、
ふ
る
せ
の
勝
雄
1
、
へ
つ
、
東
作
l
、
め
う
か
の
あ
ら
せ
1
、
も
と
の
木
あ
み
1
、
も
の
こ
と
の
明
輔
1
、
薮
の
内
の
つ

は
き
1
、
四
方
の
赤
良
I

4 

三
国
社
頭
奉
納
狂
寄
【
三
園
】

底
本
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
四
方
赤
良
編
『
栗
花
集
」
（
「
3

天
明
二
年
四
月
二
十
日
成
・
写
本詠

指
頭
画
狂
奇
弁
序
」
解
題
参
照
）
第
一
冊
目
（
巻
二
所
収
。
題
名

は
巻
一
目
録
に
よ
る
（
本
文
前
の
題
名
は
「
向
日
社
頭
奉
納
狂
寄
」
）
。
四
方
赤
良
自
筆
で
墨
付
二
丁
半
（
題
「
指
頭
画
」
）
。
編
者
は

本
文
末
尾
に
入
集
し
て
い
る
赤
良
で
あ
ろ
う
。
成
立
は
本
文
末
に
「
時
天
明
二
年
壬
寅
四
月
廿
日
也
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
柱
、

丁
付
と
も
に
な
し
。
静
嘉
堂
本
を
底
本
と
し
た
『
栗
花
集
』
全
体
の
翻
刻
が
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
二
巻
（
同
作
担
当
石
川
了
、

平
成
十
年
、
東
京
堂
出
版
）
に
収
ま
る
。

編
者

四
方
赤
良
（
推
定
）

岡
国
1
首
国
人
、
歌
ナ
シ
1
人
、
以
上
四
人
目
首

あ
け
ら
菅
江
l
、
橘
洲
l
、
く
さ
や
の
師
鯵
1
、
軽
少
納
言
1
、
鹿
津
部
真
顔
l
、
十
二
栗
圃
l
、
智
恵
内
子
l
、
ぬ
け
う
ら
の
近
道

l
、
野
原
雲
輔
l
、
野
見
直
寝
l
、
秦
玖
日
面
l
、
一
文
｛
子
白
根
l
、
古
せ
の
勝
雄
1
、
へ
つ
、
東
作
1
、
も
と
の
木
阿
弥
1
、
物
事

明
輔
1
、
薮
中
椿
1
、
四
方
赤
良
l
、
算
木
有
政
O

狂
歌

5 

団
扇
合
図
井
狂
膏
【
団
扇
】

底
本
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
四
方
赤
良
編
『
栗
花
集
』
（
「
3

詠
指
頭
画
狂
寄
井
序
」
解
題
参
照
）
第
一
冊
目
（
巻
ニ
所
収
。
題
名
は

巻
一
目
録
に
よ
る
（
本
文
前
の
題
名
は
「
壬
寅
四
月
廿
日
三
囲
稲
荷
団
一
一
合
図
」
）
。
赤
良
自
筆
で
墨
付
九
丁
半
（
う
ち
団
扇
合
図
五

天
明
二
年
四
月
二
十
日
成
・
写
本



丁
、
狂
歌
四
丁
半
）
0

編
者
不
明
だ
が
、
本
文
末
尾
に
入
集
し
て
い
る
一
文
字
白
根
か
。
挿
絵
画
者
は
明
輔
等
（
詳
細
は
左
記
索
引
参

照
）
。
成
立
は
本
文
前
の
題
名
に
よ
る
。
同
じ
日
に
行
わ
れ
た
「
3

詠
指
頭
画
狂
寄
弁
序
」
と
「
4

コ
一
聞
社
頭
奉
納
狂
寄
」
の
余

興
的
な
催
し
で
あ
ろ
う
。
柱
、
丁
付
と
も
に
な
し
。
静
嘉
堂
本
を
底
本
と
し
た
『
栗
花
集
』
全
体
の
翻
刻
が
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』

第
二
巻
（
同
作
担
当
石
川
了
、
平
成
十
年
、
東
京
堂
出
版
）
に
収
ま
る
。

編
者

不
明岡

困
2
図
4
人、

l
図
包
人
、
以
上
沼
人
沼
図
と
函
者
名
不
記
載
l
図

明
輔
（
あ
け
す
け
）

2
、
く
さ
や
の
も
ろ
あ
ち
（
も
ろ
あ
ち
）

2
、
し
か
っ
ベ
ま
が
ほ
（
真
顔
）

2 

画
者

2
、
秦
く
ろ
つ
ら
（
黒
つ
ら
）

あ
け
ら
菅
江
l
、
あ
せ
道
l
、
蛙
面
坊
l
、
あ
り
た
け
l
、
有
政
1
、
か
つ
ほ
l
、
橘
洲
I
、
雲
輔
l
、
軽
少
納
言
l
、
小
鍋
み
そ
う

づ
1
、
直
寝
1
、
近
道
1
、
つ
ば
き
l
、
東
作
l
、
内
子
l
、
ね
り
か
た
l
、
浜
辺
黒
人
l
、

一
文
字
し
ろ
根
l
、
本
屋
の
安
う
り
l
、

め
う
か
の
あ
ら
せ
l
、
木
あ
み
l
、
も
の
ゃ
な
1
、
四
方
赤
良
l
、
栗
圃
1
、
不
明
1

狂
歌

阿
国
3
首
l
人、

2
首
4
人
、
－
首
加
入
、
以
上
お
人
目
首

し
か
っ
べ
の
ま
が
ほ

2
、
へ
つ
、
東
作
2
、
物
事
ノ
明
輔

（
し
か
っ
べ
真
顔
）

3
、
く
さ
や
の
師
鯵
2
、
秦
玖
目
貫
（
秦
く
ろ
つ
ら
）

（
も
の
こ
と
の
明
輔
）

2
、
あ
け
ら
菅
江
l
、
蛙
面
坊
l
、
川
井
ノ
物
梁
1
、
軽
少
な
こ
ん
1
、
小
鍋
の
み
そ
う
づ

l
、
算
木
有
政
1
、

地
口
有
武
l
、
十
一
一
栗
圃
l
、
ち
ゑ
の
内
子
1
、
ぬ
け
う
ら
近
道
1
、
野
原
雲
輔
l
、
野
見
直
寝
1
、
畠
畦
道
l
、
浜
辺
黒
人
l
、

文
字
白
根
1
、
古
せ
勝
雄
1
、
本
屋
安
う
り
1
、
め
う
が
の
あ
ら
せ
1
、
も
と
の
木
あ
み
1
、
四
方
赤
良
1

6 

百
首
馬
鹿
【
百
馬
｝

天
明
一
一
年
九
月
序
・
写
本

底
本
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
四
方
赤
良
編
『
栗
花
集
』
（
「
3

詠
指
頭
画
狂
寄
井
序
」
解
題
参
照
）
第
二
冊
目
（
巻
一
一
）
所
収
。
題
名
は

巻
二
目
録
に
よ
る
（
序
題
も
同
じ
）
。
詠
者
は
木
室
卯
雲
。
卯
雲
自
筆
で
墨
付
十
三
丁
（
う
ち
表
紙
一
丁
、
序
〈
末
に
「
子
時
天
明
二

天
明
狂
歌
・
狂
文
作
者
索
引
総
覧
稿

六
九



七。

年
と
ら
の
長
月

白
鯉
」
〉
二
丁
、
本
文
十
丁
）
。
柱
、
丁
付
と
も
に
な
し
。
静
嘉
堂
本
を
底
本
と
し
た
「
栗
花
集
」
全
体
の
翻
刻
が

『
江
戸
狂
歌
本
選
集
」
第
二
巻
（
同
作
担
当
石
川
了
、
平
成
十
年
、
東
京
堂
出
版
）
に
収
ま
る
。

編
者

木白木
室鯉室
卯（卯
雲間雲
98 ~詠

山

序
中

都
山
翁
（
困
駿
台
）

序
者

狂
歌

7 

間
江
戸
花
海
老
若
老
｝
天
明
二
年
十
一
月
蹴
・
刊
本

『

l
ゑ
ど
の
は
な
是
ぴ

底
本
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
小
本
一
冊
。
原
題
築
「
酎
劇
江
戸
花
海
老
全
」
、
内
題
「
吋
い
訓
江
戸
花
海
老
」
。
四
方
赤
良
編
（
推
定
）
。

構
成
は
序
文
一
丁
半
、
請
取
状
一
丁
、
口
絵
半
丁
、
狂
文
十
一
丁
（
挿
絵
半
丁
を
含
む
）
、
狂
歌
六
丁
、
政
文
二
篇
（
二
丁
と
半
丁
）

し

う

よ

も

や

ま

び

と

二
丁
半
、
刊
記
（
広
告
を
含
む
）
半
丁
、
以
上
全
二
十
三
丁
。
序
文
は
末
に
「
天
明
壬
寅
周
の
春
四
方
山
人
」
。
蹴
文
二
篇
は
そ
れ

ぞ
れ
末
に
「
へ
い
け
ん
や
束
作
」
、
「
壬
寅
仲
冬
朔
旦

一
文
字
」
。
請
取
状
は
末
に
「
十
月
廿
六
日
／
成
田
屋
七
左
衛
門
／
四
方
御
連

中
様
」
。
挿
絵
画
者
は
口
絵
に
は
記
載
が
な
く
、
狂
文
中
の
も
の
は
宗
角
十
三
才
書
。
刊
記
「
神
田
鍋
町
西
横
町
／
本
屋
清
吉
」
。
刊

記
右
側
に
広
告
「
ヨ
献
葺
取
匙
穀
附
両
面
摺
／
肋
だ
棋
の
駒
郡
引
耳
町
狂
歌
人
全
雌
ノ
／
一
一
E
寄
献
全
随
／
純
一
撒
慌
の
き
さ
ご

＋

主

＋

英

一

－

一

一

ロ

一

ノ

畑
一
切
伸
一
時
帰
あ
み
著
両
面
摺
／
（
一
行
分
墨
格
）
」
。
柱
は
な
く
、
各
丁
裏
の
ノ
ド
に
丁
付
「
ナ
シ
、
二
1
七
、
ナ
シ
、
九
1
十
七
、
ナ

シ
、
ナ
シ
、
廿
、
二
十
一
、
廿
二
、
ナ
シ
」
。
大
東
急
記
念
丈
庫
本
を
底
本
と
し
た
翻
刻
が
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
一
巻
（
本
作
担
当

浜
田
義
一
郎
氏
、
昭
和
六
十
年
、
岩
波
書
店
）
に
収
ま
る
。

編
者

四ょ四
方も方
山E赤
人1良

推
定

（
困
住
吉
町
）

念

び

ぎ

う

と

う

ぎ

う

L

令
い
り
た
や

海
老
蔵
、
東
牛
子
、
成
田
屋

序
者

序
中

構
取

成
田
屋
七
左
衛
門

海
老
蔵

植
問
問
目
下
市
甲



蹴披
者者

固
へ
い
け
ん
や
東
作

一
文
字

宗
角
（
聞
十
三
才
）

1
、
画
者
名
不
記
載
1

四
方
赤
良
（
推
定
）

1

あ
さ
で

あ
か
ら
（
園
山
の
手
）
、
朝
手
（
園
浅
草
）
、
あ
ぜ
道
（
困
す
き
や
が
し
）
、
油
と
う
じ
ね
り
方
（
困
す
き
や
が
し
）
、
あ
め
ん
坊

ふ

く

む

ま

つ

ら

（
困
四
ツ
谷
）
、
一
気
行
な
り
（
升
屋
、
困
洲
崎
）
、
今
富
久
（
困
神
田
）
、
馬
貫
（
園
山
の
手
）
、
梅
の
花
笠
（
置
蔵
前
）
、
雲
楽

ふ

じ

ん

の

く

ろ

う

し

η

斎
（
園
山
の
手
）
、
ゑ
い
夫
人
（
困
吉
原
）
、
海
老
蔵
（
園
徳
蔵
）
、
大
井
の
む
さ
と
、
大
木
戸
黒
午
（
困
品
川
）
、
大
島
裏
住
（
園

本
町
）
、
霊
山
（
困
日
本
橋
）
、
お
も
梶
似
応
（
困
柳
ば
し
）
、
か
き
の
ぬ
け
艇
（
困
深
川
）
、
風
早
の
ふ
り
出
し
（
園
住
吉
町
）
、

町
の
村
人
和
流
（
囲
神
回
）
、
か
つ
ほ
（
園
四
ツ
谷
）
、
駅
手
一
部
（
画
本
所
）
、
亀
（
徳
蔵
母
）
、
川
井
物
如
、
菅
む
（
園
山
の
手
）
、

き
ゃ
う
げ
つ
は
、
つ

菊
の
売
色
、
昨
船
（
困
四
ツ
谷
）
、
き
ね
や
の
せ
ん
旨
（
困
薬
研
堀
）
、
紀
定
丸
（
田
町
山
の
手
）
、
暁
月
房
、
軽
少
な
ら
ん
、
行
風
、

す
み

子
の
子
の
郁
彦
（
困
小
川
町
）
、
酒
盛
入
道
（
困
日
本
橋
）
、
さ
く
ら
の
は
ね
炭
（
岡
神
田
）
、
酒
の
上
の
ふ
ら
ち
（
恋
川
は
る
町
）
、

さ
ん
ぎ
あ
り

酒
茂
成
保
、
沢
郡
山
駅
山
（
園
小
川
町
）
、
算
木
有
政
（
困
す
き
や
が
し
）
、
し
か
っ
航
真
際
（
困
す
き
や
が
し
）
、
地
口
十
何
百
（
困

す

が

る

し

ん

ら

た

け

や

ぷ

小
川
町
）
、
白
人
、
末
広
（
困
浅
草
）
、
素
庭
（
園
下
谷
）
、
竹
つ
ゑ
為
軽
（
森
羅
万
象
）
、
竹
薮
（
園
山
の
手
）
、
玉
だ
れ
の
小
亀
、

た

ん

せ

い

と

う

つ

う

こ

も

ん

団
十
郎
（
元
祖
、
園
海
老
蔵
）
、
丹
青
洞
（
園
芝
）
、
ち
ゑ
の
な
い
し
、
長
頭
丸
、
通
小
紋
の
い
き
人
、
つ
く
つ
く
法
師
（
困
下
谷
）
、

ぢ

き

ね

ば

は

つ
く
ば
ね
（
園
築
地
）
、
手
が
ら
の
岡
も
ち
、
の
み
の
直
寝
（
困
日
本
橋
）
、
婆
阿
上
人
（
園
橋
場
）
、
栢
建
（
二
代
呂
田
十
郎
、
圃

は
な
み
ち

海
老
蔵
）
、
東
黒
つ
ら
（
困
す
き
や
が
し
）
、
花
道
の
つ
ら
ね
（
五
代
目
団
十
郎
、
今
三
升
、
圃
海
老
蔵
）
、
前
辺
黒
人
（
困
芝
）
、

は
や
が
き
（
園
下
谷
）
、
腹
か
ら
の
商
人
（
困
本
町
）
、
板
木
ほ
り
安
（
困
神
田
）
、
民
お
き
（
困
す
き
や
が
し
）
、
ふ
し
原
の
中
青

ば

う

う

ん

ぼ

く

せ

ん

ぼ

く

よ

う

（
園
小
川
町
）
、
へ
づ
、
入
道
（
園
四
ツ
谷
）
、
卯
雲
（
圏
下
谷
）
、
卜
川
（
園
築
地
）
、
卜
養
（
困
築
地
）
、
松
風
（
園
山
の
手
）
、

ま
ん
作
（
園
四
ツ
谷
）
、
ま
ん
丸
（
園
山
の
手
）
、
み
さ
う
づ
（
園
麻
布
）
、
三
十
一
文
字
（
園
日
本
橋
）
、
三
升
（
四
代
目
団
十
郎
、

画
者

海
老
蔵
（
圏
二
画
者
名
不
記
載
画
］

画
中

狂
文

文
中

天
明
狂
歌
・
狂
文
作
者
索
引
総
覧
稿

七



七

む

せ

ん

お

ち

ぐ

り

あ

ん

の

あ

き

圃
海
老
蔵
）
、
む
き
軒
（
困
日
本
橋
）
、
無
銭
（
困
本
所
）
、
も
と
の
木
あ
み
（
落
栗
庵
）
、
物
事
明
す
け
（
園
す
き
や
が
し
）
、
師
鯵
、

ゅ

う

ら

つ

よ

し

だ

せ

い

こ

う

薮
の
い
と
成
（
困
浅
草
）
、
雄
長
老
、
好
田
の
清
好
（
園
目
黒
）
、
よ
み
人
し
れ
た
（
岡
山
の
手
）
、
栗
園
（
困
麹
町
）
、
隣
海
法
師

（
園
芝
）

狂
歌

作
者
不
明
判

8 

狂
歌
栗
の
下
風
【
下
風
】

天
明
二
年
十
一
月
序
・
刊
本

底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
大
本
一
冊
（
宝
暦
七
年
序
の
伏
見
屋
善
六
印
本
『
五
口
吟
我
集
」
と
合
綴
）
。
原
題
築
欠
、
内
題
「
狂
歌
栗

の
下
風
」
、
序
題
「
栗
の
下
風
」
。
浜
辺
黒
人
編
。
構
成
は
序
文
一
丁
、

口
絵
（
賛
の
み
の
部
分
を
含
む
）

一
丁
、
本
文
二
十
三
丁
、

漢
文
政
一
丁
、
以
上
全
二
十
六
丁
。
序
文
は
末
に
「
壬
寅
仲
冬
朔
日

四
方
山
人
し
る
す
」
、
漢
文
肢
は
末
に
「
一
文
字
白
根
題
」
。

口
絵
画
者
は
記
載
が
な
い
。
刊
記
を
欠
く
が
、
内
容
は
安
永
九
年
正
月
か
ら
天
明
三
年
春
に
か
け
て
の
摺
物
二
十
一
一
会
分
を
収
め
る

（
拙
稿
「
浜
辺
黒
人
に
よ
る
江
戸
狂
歌
の
出
版
｜
天
明
一
、
二
年
前
後
を
中
心
に
｜
」
〈
「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
三
十
周
年
記
念
論
集
」
、

平
成
十
年
三
月
〉
参
照
）
。
た
だ
し
『
割
印
帳
』
に
よ
れ
ば
、
天
明
三
年
正
月
刊
で
板
元
売
出
し
花
屋
久
次
郎
。
な
お
国
会
本
に
は
五

会
分
（
五
丁
）
落
丁
の
可
能
性
を
右
拙
稿
で
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
九
州
大
学
古
典
籍
調
査
委
員
会
（
代
表
・
松
原
孝
俊
同
大
教
授
）

の
一
員
と
し
て
ソ
ウ
ル
大
学
蔵
本
を
調
査
さ
れ
た
久
保
田
啓
一
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
ソ
ウ
ル
大
本
も
同
じ
箇
所
を
欠
い
て
お
り
、

「
日
臨
猿
の
腰
か
け
」
と
同
じ
刊
記
半
丁
（
三
河
屋
体
兵
衛
と
花
屋
久
治
郎
の
連
名
。
刊
年
記
載
は
な
く
、
広
告
を
付
す
）
が
備
わ

る
由
で
あ
る
。
柱
が
あ
る
の
は
序
文
一
丁
（
魚
尾
の
み
）
と
本
文
最
初
の
四
丁
（
「
栗
の
下
風

丁
付
〈

G
I⑮
と
）
だ
け
で
、
他
の

了
は
ノ
ド
側
を
含
め
て
丁
付
も
な
い
。
国
会
本
を
底
本
と
し
た
翻
刻
が
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
一
巻
（
本
作
担
当
石
川
了
、
平
成

十
年
、
東
京
堂
出
版
）
に
収
ま
る
。
な
お
本
作
中
に
は
編
者
黒
人
に
よ
る
投
吟
募
集
丈
が
四
箇
所
に
見
え
る
の
で
、
そ
の
中
の
人
名

を
便
宜
上
「
文
中
」
と
し
て
採
録
し
た
。



浜
辺
黒
人

四
方
山
人

一
文
字
白
根
（
固
岩
付
散
人
、
園
野
平
）
蹴
中

画
者
名
不
記
載
l

画
中
石
田
未
得
（
圏
）

阿
国
幻
首
1
人
、
部
首
1
人
、
お
首
1
人
、
お
首
1
人
、
辺
首
2
人
、
四
首
1
人
、
口
首
1
人
、
日
首
2
人
、
日
首
2
人
、
日
首
l
人、

ロ
首
l
人
、
叩
首
3
人、

9
首
l
人、

8
首
3
人、

7
首
4
人、

6
首
3
人、

5
首
9
人、

4
首
4
人、

3
首
時
人
、

2
首
勾
人
、

1
首
白
人
、
以
上
印
人
印
首

浜
辺
黒
人
（
黒
人
）
幻
、
橘
貞
風
（
た
ち
は
な
貞
風
、
橘
の
貞
風
、
）
話
、
紀
た
ら
ん
と
（
紀
の
た
ら
ん
と
、
き
の
た
ら
ん
ど
、
た
ら
ん

と
、
困
浅
草
）
泊
、
嚢
庵
鬼
守
（
嚢
庵
、
ふ
く
ろ
庵
鬼
守
、
鬼
守
、
鬼
も
り
、
お
に
も
り
）
お
、
空
二
辺
、
沙
光
辺
、
隣
海
法
師
（
隣

海
）
目
、
大
木
戸
黒
牛
（
大
木
戸
の
黒
牛
、
黒
牛
、
黒
う
し
）
口
、
丹
青
洞
目
、
辻
璃
舎
（
璃
金
口
）
目
、
紀
の
保
丸
（
き
の
保
丸
、
き

の
安
丸
、
き
の
や
す
丸
、
き
の
や
す
ま
る
、
き
の
安
ま
ろ
、
や
す
丸
、
安
丸
）
店
、
碧
山
店
、
六
誹
園
立
路
（
六
俳
園
立
路
、
立
路
）

目
、
南
芝
辺
、
加
倍
仲
塗
（
加
陪
中
塗
、
加
陪
仲
塗
、
加
部
の
中
塗
、
か
へ
の
中
塗
、
か
へ
の
仲
塗
、
か
へ
中
塗
）
山
、
春
鶴
叩
、
古

家
根
継
（
石
上
古
家
の
根
継
、
ふ
る
家
の
ね
つ
ぎ
、
ふ
る
家
の
根
つ
ぎ
、
ふ
る
家
の
根
継
、
古
家
の
ね
つ
き
、
根
継
）
叩
、
祐
穏
（
固

目
黒
）

9
、
此
君
斎
芙
山
（
此
君
芙
山
、
芙
山
）

8
、
酒
匂
斎
貞
芳
（
貞
芳
）

8
、
木
陽
（
園
品
川
）

8
、
朱
坂
成
笑
（
朱
阪
成
笑
、

成
笑
）

7
、
え
な
み
（
ゑ
な
み
、
園
日
本
橋
）

7
、
風
祇
（
困
虎
門
）

7
、
楽
只
（
画
葵
坂
）

7
、
青
芝
6
、
筑
波
根
の
峰
依

（
つ
く
は
ね
の
峰
依
、
つ
く
は
ね
の
み
ね
よ
り
）

6
、
肌
の
間
ぬ
く
（
間
ぬ
く
、
間
貫
）

6
、
燕
子
5
、
桐
葉
の
秋
嗣
（
桐
の
は
の
秋
嗣
、

桐
の
葉
の
秋
つ
ぐ
、
秋
つ
ぐ
）

S
、
大
狂
僧
自
隠
（
大
狂
僧
自
姪
、
自
隠
）

5
、
貞
也
（
園
小
田
原
）

5
、
田
機
（
困
月
洲
、
園

日
本
橋
）

5
、
明
中
（
園
神
田
）

5
、
目
黒
瞬
垢
（
瞬
垢
）

5
、
蓮
井
（
囲
赤
坂
）

5
、
隣
魚
5
、
島
の
笑
猿
（
嶋
の
笑
猿
）

4
、

一
も
し
の
白
根
（
ひ
と
も
じ
の
白
根
）

4
、
ひ
な
つ
る
4
、
有
年
（
園
品
川
）

3
、
遅
辺
有
祐
3
、
鬼
降
（
鬼
ふ
る
）

3
、

蹴序
者 者

浜
辺
黒
人
（
園
孟
雅
、
国
子
頃
、
困
斯
波
）

画
者議

耳
有
4
、

天
明
狂
歌
・
狂
文
作
者
索
引
総
覧
稿

七



七
四

題
中

投
吟
募
集
文

覚
蓮
坊
目
隠
（
か
く
れ
ん
坊
目
隠
）

3
、
紀
の
つ
か
ん
人
（
き
の
つ
か
ん
人
）

3
、
く
れ
竹
（
く
れ
た
け
）

3
、
高
野
白
人
（
白
人
）

3
、
杉
山
3
、
下
部
の
赤
奴
（
下
部
の
赤
ぬ
、
あ
か
ぬ
）

3
、
墨
染
の
こ
も
ん
（
す
み
染
の
こ
も
ん
、
困
）

3
、
釣
狐
3
、
月
夜
釜
ぬ

し
（
月
夜
の
釜
主
）

3
、
富
岳
（
困
新
川
）

3
、
糞
屋
黄
人
（
糞
屋
の
黄
人
）

3
、
物
こ
と
の
疎
（
も
の
こ
と
の
疎
キ
）

3
、
隣
笛
3
、

彊
の
刈
藻
2
、
夷
の
島
蛙
（
井
の
嶋
蛙
）

2
、
以
文
2
、
打
藁
の
屑
男
（
打
わ
ら
の
く
す
男
）

2
、
浦
辺
白
人
（
う
ら
へ
の
白
人
）

2
、

傘
の
衛
守
（
傘
の
ゑ
も
り
）

2
、
月
汀
2
、
耕
子
2
、
小
梅
文
則
（
園
本
所
）

2
、
酔
霞
（
園
摂
大
坂
）

2
、
正
多
2
、
成
礼
2
、

楚
桃
2
、
長
義
2
、
田
跡
2
、
桃
舎
2
、
と
さ
ん
（
困
日
本
橋
）

2
、
広
麿
2
、
富
川
2
、
古
屋
の
軒
盛
2
、
隣
鶴
2
、
和
文
（
困

京
都
、
園
京
）

2
、
安
孝
i
、
石
田
未
琢
（
二
世
）

l
、
石
田
未
得
l
、
石
田
未
聞
（
一
三
世
）

l
、
現
永
賀
l
、
英
子
l
、
荷
月
1
、

雅
貞
l
、
紙
屑
ノ
龍
耳
l
、
鹿
楽
l
、
か
は
ら
の
近
道
l
、
き
て
き
l
、
久
米
（
因
）

I
、
梧
月
（
困
谷
中
）

l
、
根
鬼
l
、
西
台

1
、
坂
の
上
飛
則
l
、
鷺
丸
1
、
左
紅
1
、
校
低
l
、
釈
道
潮
1
、
松
風
軒
1
、
稽
梅
1
、
親
羅
1
、
政
胤
l
、
清
風
l
、
瀬
智
子
（
困
）

l
、
滝
の
本
の
糸
丸
l
、
知
世
居
1
、
張
弓
l
、
貞
昌
尼
l
、
典
仙
l
、
逃
水
l
、
兎
十
1
、
渡
津
（
固
と
ら
の
門
）

1
、
泊
川
l
、

白
鰻
（
園
下
谷
）

1
、
巴
竜
l
、
万
構
i
、
深
家
暮
（
園
伊
ム
日
原
）

1
、
ふ
く
へ

I
、
ふ
じ
ひ
た
い
雛
女
l
、
不
老
庵
l
、
文
魚
l
、

豊
橘
l
、
間
ぬ
け
l
、
一
二
輸
入
村
の
を
さ
丸
1
、
物
部
疎
（
園
月
洲
）

l
、
や
え
（
図
）

l
、
利
長
1
、
和
水
軒
1

石
田
未
得
［
浜
辺
黒
人
歌
］
、
菊
之
丞
［
石
田
未
阿
歌
］

浜
辺
黒
人
4

昌
嘉
堂
（
園
芝
）

2
、
あ
み
の
は
そ
ん
針
兼
、
小
島
橘
洲
、
卜
養
、
未
得
、
四
方
の
赤
良

文
中

9 

髄
若
葉
集
【
若
葉
】

天
明
三
年
正
月
・
刊
本

底
本
は
大
妻
女
子
大
学
浜
田
文
庫
蔵
大
本
二
巻
二
冊
。
原
題
築
は
上
巻
「
（
破
損
）
若
葉
集
（
破
損
）
」
、
下
巻
剥
落
（
他
本
に
よ
れ
ば

「
純
若
葉
集
上
（
下
ご
）
、
内
題
「
狂
歌
若
葉
集
上
（
下
）
」
。
唐
衣
橘
洲
編
。
構
成
は
序
文
二
篇
（
各
二
丁
）
四
丁
、
本
文
（
上

巻
五
十
丁
、
下
巻
五
十
四
丁
）
一
O
四
丁
、
刊
記
半
丁
（
裏
白
紙
）
、
以
上
（
上
巻
五
十
四
丁
、
下
巻
五
十
四
丁
半
）
全
一
O
入
丁
半
。



序
文
一
一
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
末
に
「
壬
寅
の
と
し
／
は
し
め
の
夏
か
ら
衣
橘
洲
述
」
、
「
置
来
識
」
。
刊
記
「
天
明
三
年
発
卯
正
月
穀
旦
／

京
二
条
通
新
町
東
江
入
／
武
村
嘉
兵
衛
／
大
坂
、
い
芹
府
南
壱
丁
目
／
敦
賀
屋
九
兵
衛
／
江
戸
日
本
橋
通
三
丁
目
／
前
川
六
左
衛
門
／
周

囲
谷
伊
賀
町
／
近
江
屋
本
十
郎
板
」
。
刊
記
左
上
余
白
に
広
告
「
続
若
葉
集
追
刻
」
。
柱
は
上
巻
「
若
序
一
（
二
）
」
、
「
序
一
（
二
）
」
、

「
〈
は
り
う
L

、「一

（1
七
）
〈
ち
ゅ
ん
け
ん
」
、
「
一
（
1
一
二
）
〈
く
は
ん
か
う
」
、
「
一

ろ
ね
」
、
「
四
〈
ば
て
い
」
、
「
五
〈
き
ん
か
う
」
、
「
六
〈
ち
か
み
ち
」
、
「
〈
卜
仙
無
庵
」
、
「
〈
眉
け
い
せ
う
」
、
「
〈
ほ
ん
し
う
」
、
「
一

〈
く
ろ
ひ
と
」
、
「
二
〈
さ
た
ま
る
」
、
「
一
二
〈
し

七
）
〈
ひ
く
ち
」
、
「
一

（1
五
）
〈
い
め
い
」
、
「
一

会
乙
〈
ま
ん
さ
く
」
、
「
一

（1
一
一
一
）
〈
あ
め
ん
ほ
う
」
、
「

（1
七
）
〈
と
う
さ
く
」
、

「
壱
（
1
六
）
〈
も
く
あ
み
」
、
下
巻
「
一

会
二
〈
あ
け
す
け
」
、
「
〈
く

（i
六
）
〈
あ
か
ら
」
、
「

（1
四
）
〈
知
ゑ
の
な
い
し
」
、
「

ろ
つ
ら
」
、
「
四
〈
ね
り
か
た
」
、
「
〈
畦
常
」
、
「
六
〈
も
ろ
あ
ち
」
、
「
七
〈
ま
か
ほ
」
、
「
八
（
九
）
〈
あ
り
ま
さ
」
、
「
一

（1
一
一
一
）
〈
う
と

き
」
、
「
壱
〈
ふ
と
き
圃
」
、
「
二
〈
こ
ふ
う
」
、
「
二
一
〈
い
ち
ろ
う
」
、
「
四
〈
野
橘
」
、
「
五
〈
山
四
雄
針
野
」
、
「
六
〈
墨
北
鬼
成
一
水
浮

田
」
、
「
七
〈
は
ね
す
み
」
、
「
八
〈
ほ
は
く
」
、
「
九
〈
椿
松
」
、
「
十
〈
み
た
お
」
、
「
十
一

岡
卜
2玉

三Z十

か主
ら勝
衣秋
橘 L二

洲「
」二十

ナ二

三き

て
き
」
、
「
十
四
〈
た
、
み
」
、
「
一

（1
四
）
〈
か
つ
を
」
、
「

ー
十
一
一
）
〈
か
ら
衣
橘
洲
」
、
「

東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
翻
刻
が
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
一
巻
（
本
作
担
当
字
国
敏
彦
氏
、
平
成
十
年
、

東
京
堂
出
版
）
に
収
ま
る
。

編
者

唐
衣
橘
洲

序
者

蛙
面
坊
懸
水
、
ふ
る
瀬
の
か
つ
を
、

へ
つ
〉
東
作
、
も
と
の
木
あ
み

か
ら
衣
橘
洲

i 

序
者

置
来

宮
あ
め
ん
坊
、
唐
衣
き
つ
し
う
、
ふ
る
せ
の
か
つ
を
、

へ
つ
、
東
作
、
ト
養
、
も
と
の
も
く
あ
み
、
油
畑
斎

狂
歌

悶
悶
鵬
首
l
人
、
町
首
1
人
、
日
首
1
人
、
白
首
l
人
、
日
首
1
人
、
叫
首
l
人
、
白
首
1
人
、
白
首
l
人
、
加
首
1
人
、
弘
首
2
人、

却
首
1
人
、
四
首
1
人
、
口
首
1
人
、
同
首
2
人
、
日
首
1
人
、
ロ
首
2
人
、
日
首
2
人
、
日
首
1
人、

9
首
4
人、

8
首
1
人、

7
首
5
人、

6
首
3
人、

5
首
3
人、

4
首
4
人、

3
首
4
人、

2
首
日
人
、

l
首
ロ
人
、
以
上

ω人
側
首

天
明
狂
歌
・
狂
文
作
者
索
引
総
覧
稿

七
五



七
六

題
中

か
ら
衣
橘
洲
閥
、
へ
づ
京
作
（
固
と
う
さ
く
）
町
、
椿
軒
（
園
ち
ゅ
ん
け
ん
）
問
、
樋
口
氏
（
固
ひ
く
ち
）
回
、
も
と
の
木
あ

み
（
園
も
く
あ
み
）
日
、
四
方
赤
良
（
固
あ
か
ら
）
叫
、
清
明
（
固
い
め
い
）
辺
、
知
恵
の
な
い
し
（
固
知
ゑ
の
な
い
し
）
目
、

ふ
る
瀬
の
勝
雄
（
固
か
つ
を
）
初
、
あ
け
ら
菅
江
（
固
く
は
ん
か
う
）
出
、
蛙
面
坊
（
固
あ
め
ん
ほ
う
）
担
、
も
の
こ
と
の
明
輔

（
固
あ
け
す
け
）
初
、
も
の
こ
と
の
う
と
き
（
圏
、
っ
と
き
）
問
、
出
来
秋
の
万
作
（
固
ま
ん
さ
く
）
口
、
き
の
さ
た
丸
（
固
さ
た

ま
る
）
目
、
算
木
あ
り
政
（
固
あ
り
ま
さ
）
崎
、
古
鉄
の
見
多
男
（
園
み
た
お
）
日
、
草
や
の
師
あ
ち
（
固
も
ろ
あ
ち
）
ロ
、
し

か
っ
へ
の
真
顔
（
固
ま
か
ほ
）
ロ
、
五
風
（
固
こ
ふ
う
）
口
、
浜
辺
黒
人
（
固
く
ろ
ひ
と
）
口
、
馬
蹄
（
園
ば
て
い
）
叩
、
紀
姐

（
園
き
て
き
）

9
、
葉
多
の
黒
つ
ら
（
固
く
ろ
つ
ら
）

9
、
坂
柳
（
園
は
り
つ
）

9
、
本
重
（
固
ほ
ん
し
う
）

9
、
桜
の
は
ね
す

み
（
固
は
ね
す
み
）

8
、
一
楼
（
固
い
ち
ろ
う
）

7
、
錦
江
（
固
き
ん
か
う
）

7
、
弾
琴
舎
蒲
宿
（
固
ほ
は
く
）

7
、
ぬ
け
う
ら

の
近
道
（
園
ち
か
み
ち
）

7
、
峰
ま
つ
風
7
、
十
二
り
つ
圃
6
、
ひ
と
も
し
の
白
根
（
固
し
ろ
ね
）

6
、
薮
の
う
ち
の
つ
は
き
6
、

雲
水
無
庵
（
固
無
庵
）

5
、
橘
枝
5
、
望
月
の
秋
よ
し
5
、
油
の
と
う
し
練
方
（
固
ね
り
か
た
）

4
、
大
泥
の
は
ね
道
4
、
三
畳
の

？
見
（
固
た
冶
み
）

4
、
野
由
4
、
け
い
せ
う
な
ら
ん
3
、
畑
野
畦
み
ち
3
、
馬
乳
3
、
山
手
の
あ
る
人
3
、
大
根
ふ
と
き
（
囲

ふ
と
き
）

2
、
お
ほ
ふ
ね
の
乗
よ
し
2
、
北
川
卜
仙
（
固
ト
仙
）

2
、
壷
隠
亭
常
閑
2
、
四
楽
斎
2
、
田
畑
も
の
な
り
2
、
手
か
ら
の

岡
持
2
、
成
笑
2
、
風
車
2
、
法
橋
吾
山
2
、
雄
珍
2
、
一
蛙
l
、
を
し
へ
人
l
、
鬼
守
1
、
香
山
法
師
1
、
北
山
象
安
l
、
黒
栖
の

大
小
ひ
か
る
1
、
水
平
i
、
野
見
直
寝
1
、
針
口
の
い
た
き
1
、
浮
木
l
、
眉
長
I
、
里
暁
（
圏
）

l

青
木
万
作
（
青
木
の
ぬ
し
）
［
回
へ
づ
、
東
作
歌
、
固
か
ら
衣
橘
洲
歌
］
、
蛙
面
坊
［
回
ふ
る
瀬
の
勝
雄
歌
］
、
有
政
｛
匡
も
の
こ

と
の
明
輔
歌
］
、
市
川
海
老
蔵
（
圏
追
善
）
［
回
出
来
秋
の
万
作
歌
］
、
罵
馬
父
（
困
本
所
、
固
九
十
二
歳
、
園
追
善
）
［
固
へ

7
東
作
歌
］
、
荻
野
先
生
［
固
へ

7
東
作
歌
］
、
月
三
師
（
配
石
町
）
［
国
へ
づ
、
東
作
歌
］
、
賀
邸
（
先
生
）
［
国
蛙
面
坊
歌
、

固
か
ら
衣
橘
洲
歌
2
］
、
加
藤
孟
竹
［
巴
へ
づ
冶
東
作
歌
］
、
雁
奴
（
困
飯
田
町
、
園
一
周
忌
）
［
困
四
方
赤
良
歌
・
か
ら
衣
橘
洲

歌
］
、
菊
池
叔
成
［
回
へ
づ
冶
東
作
歌
］
、
橘
洲
［
固
へ
づ
、
東
作
歌
、
回
四
方
赤
良
歌
・
橘
校
歌
・
馬
礼
歌
・
ふ
る
瀬
の
勝
雄
歌
］
、



橘
洲
妹
（
園
十
七
回
忌
）
［
困
ふ
る
瀬
の
勝
雄
歌
で
雲
助
言
良
甥
）
［
固
か
ら
衣
橘
洲
盤
、
湖
竜
斎
（
圏
絵
師
）
［
国
あ
け
ら

菅
江
主
、
五
陵
（
困
泉
町
）
［
回
へ
づ
、
東
作
盤
、
金
春
八
左
衛
門
［
回
樋
口
氏
歌
］
、
祝
あ
み
た
仏
（
圏
絵
師
）
［
国
あ
け
ら

菅
江
歌
］
、
常
閑
（
圏
膏
薬
商
二
国
葉
多
の
黒
つ
ら
豆
、
荘
万
字
［
国
三
畳
の
た
冶
見
歌
］
、
曽
江
［
固
か
ら
衣
橘
洲
歌
］
、
大

膳
亮
好
［
回
へ
づ
、
東
作
歌
］
、
竹
本
住
太
夫
［
困
四
方
赤
良
歌
］
、
谷
風
梶
之
助
（
圏
力
士
）
［
回
四
方
赤
良
歌
］
、
茶
屋
四
郎
次

郎
［
困
四
方
赤
良
歌
］
、
陳
寿
一
一
二
圏
本
草
家
）
［
国
樋
口
氏
歌
］
、
土
山
ぬ
し
〔
団
四
方
赤
良
盤
、
ね
り
か
た
［
国
も
と
の
木

あ
み
歌
］
、
浜
辺
黒
人
（
浜
辺
某
、
黒
人
）
［
国
椿
軒
歌
・
蛙
面
坊
歌
、
困
も
の
こ
と
の
う
と
き
歌
・
ふ
る
瀬
の
勝
雄
歌
・
か
ら
衣
橘

洲
歌
］
、
半
大
夫
（
圏
江
戸
節
語
り
）
［
田
清
明
歌
］
、
文
竿
［
国
け
い
せ
う
な
ら
ん
歌
］
、
卯
雲
（
困
下
谷
）
〔
困
四
方
赤
良
歌
］
、

宝
生
九
郎
妻
〔
固
樋
口
氏
歌
］
、
政
太
夫
（
園
十
七
回
忌
）
［
困
四
方
赤
良
豆
、
文
字
六
（
圏
豊
後
節
語
り
）
［
固
四
方
赤
良
歌
］
、

も
と
の
木
あ
み
（
木
あ
み
・
も
く
あ
み
・
も
く
あ
み
た
仏
・
は
り
か
ね
、
嵩
松
、
圏
西
の
久
保
、
園
か
や
は
町
、
園
か
は
ら
け
町
）

［
国
あ
け
ら
菅
江
歌
2
・
け
い
せ
う
な
ら
ん
歌
・
へ
づ
冶
東
作
歌
5
、
回
四
方
赤
良
歌
・
ふ
る
瀬
の
勝
雄
歌
・
か
ら
衣
橘
洲
歌
4
］、

山
下
金
作
［
回
へ
？
東
作
歌
］
、
四
方
の
赤
良
（
赤
良
、
寝
惚
子
）
［
固
か
ら
衣
橘
洲
歌
3
］
、
来
禽
堂
［
国
け
い
せ
う
な
ら
ん
歌
］
、

楽
庵
（
園
茅
場
町
）
［
固
へ
づ
、
東
住
歌
］
、
豪
和
（
圏
俳
諾
師
、
園
一
周
忌
）
［
回
へ
づ
、
東
作
歌
］

10 

万
載
狂
歌
集
【
万
載
】

天
明
三
年
正
月
・
刊
本

底
本
は
大
妻
女
子
大
学
蔵
半
紙
本
十
七
巻
（
巻
十
三
欠
で
実
質
十
六
巻
）
二
冊
。
原
題
築
は
第
一
冊
目
「
万
載
狂
歌
集
製
雄
一
酬
」
、

第
二
冊
目
「
万
載
狂
歌
集
欄
教
恋
神
棚
」
、
内
題
「
万
載
狂
歌
集
」
。
朱
楽
菅
江
序
文
に
よ
れ
ば
四
方
赤
良
と
菅
江
の
共
編
だ
が
、
実
際

は
赤
良
の
編
で
あ
ろ
う
（
も
っ
と
も
「
割
印
帳
』
に
は
朱
楽
菅
江
著
と
あ
る
）
。
構
成
は
序
文
二
篇
（
各
二
丁
、
た
だ
し
第
一
丁
目
表

白
紙
）
四
丁
、
本
文
（
第
一
冊
目
は
四
季
〈
春
と
秋
は
各
二
巻
分
〉
・
離
別
・
鴇
旅
・
哀
傷
の
順
に
巻
第
九
ま
で
四
十
五
丁
、
第
二
冊

目
は
賀
・
恋
〈
二
巻
分
〉
・
雑
〈
二
巻
分
〉
・
釈
教
・
神
紙
の
順
に
巻
第
十
七
ま
で
〈
た
だ
し
巻
数
を
誤
っ
て
お
り
、
巻
第
十
二
の
次

天
明
狂
歌
・
狂
文
作
者
索
引
総
覧
稿

七
七



七
｝＼ 

が
同
十
四
と
な
っ
て
い
る
〉
四
十
九
丁
）
九
十
四
丁
、
漢
文
後
序
一
丁
、
政
文
一
丁
、
奥
付
半
丁
、
以
上
（
上
巻
四
十
九
丁
、
下
巻

五
十
一
丁
半
）
全
一

O
O
丁
半
。
序
文
二
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
末
に
「
あ
め
あ
き
ら
か
な
る
宝
引
の
な
は
も
ひ
と
ふ
た
み
つ
の
と
し
は
る

の
は
し
め
の
う
ら
、
か
な
る
四
方
赤
良
し
る
す
」
、
「
天
明
み
つ
の
と
し
は
る
の
日
の
な
が
／
＼
と
ゑ
ら
ひ
終
れ
る
に
な
ん
あ
り
け
る

／
朱
楽
菅
江
」
。
漢
文
後
序
は
末
に
「
四
方
山
人
等
序
」
、
政
文
は
末
に
「
橘
の
や
ち
ま
た
か
の
ふ
る
事
し
か
り
」
。
奥
付
「
天
明
三
発

卯
歳
孟
春
吉
日
／
京
都
柳
馬
場
四
条
下
ル
所

本
家
／
須
原
屋
仕
入
店
／
大
坂
心
斎
橋
筋
順
慶
町
／
柏
原
屋
与
左
衛
門
／
東
叡
山
下
池

之
端
仲
町
／
須
原
屋
伊
八
板
」
o

奥
付
三
書
臨
時
名
上
余
白
に
広
告
「
徳
和
歌
後
万
載
集
近
刻
／
狂
歌
選
現
刊
一
建
都
一
肌
て
嗣
出
」
o

（1
六
、
七
ノ
八
、
九
1
四
十
六
）
」
、
第
二
冊
目
「
O
四
十
七
（
1
九
十
五
、
ナ
シ
、

柱
は
第
一
冊
目
「
序。

（

1
四）
L

、「
O

一

ナ
シ
）
」
。
後
印
の
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
本
（
人
名
に
関
す
る
初
印
と
の
相
違
は
、
入
集
者
名
「
祝
阿
」
が
「
祝
阿
弥
」
と
な
っ

て
い
る
の
み
）
を
底
本
と
し
た
翻
刻
が
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
一
巻
（
本
作
担
当
字
国
敏
彦
氏
、
平
成
十
年
、
東
京
堂
出
版
）
に

収
ま
る
。
な
お
本
書
で
は
狂
歌
の
す
ぐ
後
に
説
明
文
を
付
す
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
の
説
明
文
中
の
人
名
を
も
便
宜
上
「
題
中
」
に

採
録
し
た
。

序編
者者

四
方
赤
良
・
朱
楽
菅
江

四
方
赤
良

序
者

行
風
、
四
方
の
あ
か
良

朱
楽
菅
江

序
中

践
者

四
方
山
人
等

践
者

橘
の
や
ち
ま
た

狂
歌

岡
園
田
首
l
人
、
訂
首
l
人
、
お
首
l
人
、
担
首
l
人
、
初
首
1
人
、
お
首
l
人
、
お
首
l
人
、
四
首
l
人
、
口
首
1
人、

H
首
1
人、

ロ
首
l
人
、
日
首
l
人、

9
首
2
人、

8
首
1
人、

7
首
2
人、

6
首
3
人、

5
首
8
人、

4
首
9
人、

3
首
国
人
、

2
首
犯
人
、

1
首
山
人
、
以
上

m人
山
首
と
よ
み
人
し
ら
ず
幻
首



四
方
赤
良
（
四
方
あ
か
ら
）
店
、
平
秩
東
作
（
へ
つ
、
東
作
）
訂
、
唐
衣
橘
洲
（
か
ら
衣
橘
洲
、
か
ら
衣
き
つ
洲
）
話
、
布
留
田
造
（
平

郡
実
柿
、
平
郡
実
か
き
、
平
郡
さ
ね
柿
、
池
田
正
式
、
置
和
州
郡
山
）
辺
、
あ
け
ら
菅
江
（
朱
楽
菅
江
）
却
、
も
と
の
木
あ
み
（
も
と

部
、
卯
雲
お
、
山
手
白
人
目
、
樋
口
関
月
口
、
藤
本
由
己
目
、
脈
問
穴
、
王
（
脈
問
穴
ぬ
し
）
ロ
、
未
得
口
、

の
も
く
網
、
も
と
の
も
く
あ
み
）

9
、
浜
辺
黒
人
9
、
如
竹
8
、
紀
定
丸
7
、
嚢
庵
鬼
守
7
、
軽
少
な
ら
ん
（
け
い
少
な

6
、
志
月
庵
素
庭
6
、
峰
松
風
6
、
蛙
面
坊
5
、
燕
斜
5
、
大
根
太
木
5
、
橘
貞
風
5
、
知
真
5
、
柏
謹
5
、
一
文
字
白
根
5
、

栗
山
5
、
内
匠
半
四
郎
4
、
貞
徳
4
、
馬
蹄
4
、
藤
満
丸
（
藤
の
ま
ん
丸
）

4
、
星
屋
光
次
4
、
物
事
明
輔
（
物
こ
と
の
明
輔
）

4
、

智
恵
内
子
（
ち
ゑ
の
内
子
、
ち
ゑ
の
な
い
し
）

ら
ん
）

猶
影
4
、
雄
長
老
4
、
油
煙
斎
（
由
縁
斎
）

4
、
荒
木
田
守
武
3
、
石
部
金
吉
3
、
大
井
の
む
さ
と

（
大
井
無
作
登
）

3
、
紀
野
暮
輔

3
、
く
さ
や
の
師
鯵
（
く
さ
や
の
も
ろ
あ
ぢ
）

3
、
子
子
孫
彦
3
、
坂
上
竹
薮
3
、
酒
上
ふ
ら
ち
（
恋
川
春
町
）

3
、
算
木
有
政
3
、

鹿
津
部
真
顔
3
、
祝
阿
3
、
竹
杖
為
軽
（
竹
杖
す
か
る
、
森
羅
万
象
）

3
、
地
口
有
武
3
、
婆
阿
3
、
秦
玖
口
白
面
（
秦
久
日
面
、
秦
久

巴
つ
ら
）

3
、
占
せ
勝
雄
（
古
せ
か
つ
ほ
）

3
、
無
銭
法
師
3
、
山
岡
明
阿
3
、

一
之
2
、
烏
暁
2
、
梅
人
2
、
浦
辺
干
網
2
、
雲
楽

斎
2
、
奥
政
2
、
面
梶
似
足
2
、
か
く
れ
ん
坊
目
隠
2
、
貸
本
人
和
流
2
、
紀
姐
2
、
暁
月
坊
2
、
小
鍋
み
そ
う
づ

（
小
鍋
の
み
さ
う

づ）

2
、
佐
倉
は
ね
炭
（
さ
く
ら
の
は
ね
炭
）

2
、
沢
辺
帆
足
2
、
寿
徳
2
、
杵
庵
2
、
青
陽
2
、
拙
堂
法
師
2
、
好
原
真
図
伎
（
好

原
万
図
伎
）

2
、
玉
簾
小
亀
2
、
茶
屋
町
末
広
2
、
中
台
翁
2
、
筑
波
根
峰
依
2
、
東
里
2
、
花
道
つ
ら
ね
（
五
代
目
市
川
一
一
一
升
）

2
、

腹
可
良
秋
人
2
、
風
来
山
人
2
、
浮
亀
庵
巻
阿
2
、
卜
養
2
、
山
岡
元
隣
2
、
楽
梢
2
、
隣
海
法
師
2
、
芦
葉
2
、
秋
山
王
山
l
、
服

長
馬
貫
1
、
朝
寝
昼
一
起
l
、
油
社
氏
ね
り
方
1
、
伊
田
可
竹
1
、
岩
手
宗
也
l
、
梅
旭
1
、
雲
鰹
1
、
燕
子
l
、
王
子
詣
の
き
つ
ね
1
、

大
坂
屋
か
ね
女
l
、
太
田
茂
弘
1
、
大
原
久
知
為
1
、
大
家
裏
住
1
、
お
ち
ょ
l
、
お
は
り
や
ゑ
い
女
l
、
風
早
ふ
り
出
し
l
、
雅
貞

ー
、
加
藤
道
喜
1
、
か
ね
女
1
、
か
ベ
の
中
塗
l
、
加
保
茶
元
成
l
、
川
井
物
梁
l
、
川
長
1
、
関
史
1
、
観
流
斎
原
富
l
、
鬼
窟
採

癌
I
、
菊
の
声
色
1
、
北
川
卜
仙
l
、
き
ね
や
仙
女
l
、
紀
の
う
ら
人
l
、
紀
海
音
l
、
紀
の
た
ら
ん
ど
1
、
紀
の
つ
か
ぬ

l
、
久
敬

l
、
漁
産
1
、
魚
躍
1
、
空
一
一
1
、
黒
染
こ
も
ん
1
、
慶
紀
逸
1
、
業
寂
僧
都
1
、
呉
竹
l
、
古
梅
園
道
恵
1
、
五
風
l
、
紺
屋
麻
手
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ー
、
さ
く
ら
ん
坊
1
、
酒
上
熟
寝
l
、
三
畳
た
冶
見
l
、
塩
屋
か
ら
人
l
、
滋
野
瑞
竜
軒
l
、
四
交
l
、
志
道
軒
1
、
師
の
坊
1
、
志

水
っ
ぽ
く
ら
1
、
十
一
一
立
圃
1
、
寿
角
1
、
朱
友
達
1
、
静
観
坊
1
、
樵
山
1
、
小
祐
1
、
松
良
1
、
信
海
翁
l
、
隅
田
中
汲
1
、
碩

賢
1
、
雪
級
l
、
荘
夢
l
、
楚
堂
l
、
大
経
師
丈
し
ろ
1
、
大
の
鈍
金
無
（
蓬
莱
山
人
帰
橋
）

1
、
高
保
1
、
田
中
文
起
（
竹
本
住
太

夫）

l
、
俵
の
小
っ
ち
（
大
黒
屋
庄
六
）

l
、
丹
青
洞
1
、
地
黄
坊
樽
次
（
六
位
大
酒
官
）

l
、
近
松
門
左
衛
門
l
、
長
義
l
、
塵
毛

あ
た
多
1
、
通
小
紋
息
人
（
市
川
升
蔵
）

l
、
月
夜
釜
主
1
、
恒
子
I
、
鶴
岡
声
水
1
、
亭
々

l
、
手
柄
岡
持
（
喜
一
一
一
一
一
）

l
、
出
来

秋
万
作
l
、
田
阿
l
、
兎
十
l
、
と
め
女
l
、
鳥
山
石
燕
l
、
長
つ
ぐ
l
、
な
る
子
l
、
二
朱
判
吉
兵
衛
l
、
ぬ
い
女
l
、
梅
仙
法
師

1
、
葉
十
l
、
畑
野
あ
ぜ
道
1
、
白
駒
1
、
浜
虎
坊
鶏
子
l
、
早
朝
和
布
刈
l
、
針
口
い
た
き
l
、
坂
柳
l
、
盤
斎
法
師
1
、
晩
秋
l
、

坂
東
五
十
夢
l
、
板
元
伊
八
l
、
百
庵
l
、
富
士
鷹
な
す
1
、
不
自
由
物
な
し
1
、
節
藁
中
貫
1
、
丈
莫
女
1
、
北
窓
翁
一
蝶
l
、
木

端
l
、
星
定
つ
ぐ
l
、
星
直
つ
ぐ
1
、
星
野
氏
か
ね
女
1
、
細
井
翁
l
、
本
阿
弥
柳
夫
1
、
松
屋
て
つ
女
l
、
三
千
風
1
、
一
一
一
井
嘉
栗

l
、
二
一
保
女
1
、
目
黒
粟
餅
1
、
物
部
の
う
と
き
l
、
物
部
早
秋
l
、
八
百
屋
半
兵
衛
l
、
安
井
了
忠
1
、
や
の
く
ら
の
い
ろ
く
す
l
、

題
中

薮
中
椿
l
、
薮
本
医
止
成
l
、
山
田
僧
都
1
、
遊
女
た
が
袖
1
、
吉
田
氏
I
、
よ
み
人
し
れ
多
1
、
万
の
千
里
1
、
来
示
1
、
憾
翁
1
、

蘭
水
l
、
栗
柴
l
、
隣
鶴
l
、
六
誹
園
立
路
1
、
早
稲
田
の
翁
l
、
和
文
1
、
よ
み
人
し
ら
す
訂

あ
け
ら
か
ん
こ
う
［
囚
業
寂
僧
都
歌
］
、
荒
海
（
圏
力
土
）
［
固
芦
葉
歌
］
、
ゑ
ひ
ら
（
圏
新
吉
原
ゑ
ひ
屋
遊
女
）
［
用
回
四
方
赤
良

歌
］
、
大
根
太
木
（
国
一
周
忌
）
［
四
四
方
赤
良
豆
、
音
阿
弥
（
園
秋
の
、
道
場
二
岡
田
か
ら
衣
橘
洲
歌
］
、
風
早
の
ふ
り
出
し

（
神
並
周
全
、
軍
医
師
）
［
阿
国
四
方
赤
良
歌
］
、
月
三
師
（
困
石
町
）
［
因
平
秩
東
作
歌
］
、
か
ら
衣
橘
洲
［
国
へ
つ
、
東
作
歌
］
、

き
さ
か
た
（
圏
新
吉
原
大
び
し
ゃ
遊
女
）
［
聞
同
大
の
鈍
金
無
歌
］
、
自
得
翁
（
四
方
赤
良
父
、
園
六
十
一
）
［
田
智
恵
内
子
歌
］
、

祝
阿
弥
［
問
凶
師
の
坊
歌
］
、
勝
春
（
圏
絵
師
）
［
同
固
菊
の
声
色
歌
］
、
白
壁
（
圏
絵
師
）
［
同
国
山
岡
明
阿
歌
］
、
酔
月
楼
［
国

四
方
赤
良
歌
、
国
田
中
丈
起
歌
］
、
須
原
の
迂
平
［
囚
業
寂
僧
都
歌
］
、
雪
級
（
岡
田
町
）
［
用
回
あ
け
ら
菅
江
歌
］
、
竹
本
住
太
夫

［
国
四
方
赤
良
歌
］
、
谷
風
梶
之
助
（
置
力
士
）
［
固
四
方
赤
良
歌
、
同
国
あ
け
ら
菅
江
歌
］
、
ち
ゑ
の
内
子
［
国
へ
つ
、
東
作
歌
］
、



千
代
（
圏
白
拍
子
）
［
国
四
方
赤
良
歌
］
、
と
せ
（
圏
白
拍
子
）
［
国
四
方
赤
良
歌
］
、
富
本
豊
前
大
夫
［
同
困
地
口
有
武
歌
］
、
豊

き
く
（
軍
富
本
豊
前
大
夫
弟
子
）
［
用
困
地
口
有
武
歌
］
、
豊
く
に
（
圏
富
本
豊
前
大
夫
弟
子
）
［
用
回
地
口
有
武
歌
］
、
豊
松
（
園

富
本
豊
前
大
夫
弟
子
）
［
同
園
地
口
有
武
歌
］
、
豊
み
つ
（
圏
富
本
豊
前
大
夫
弟
子
）
［
閉
園
地
口
有
武
歌
］
、
ね
つ
き
（
圏
俳
諸
宗

匠
）
［
同
四
百
庵
歌
］
、
柏
娃
（
園
追
善
）
［
因
よ
み
人
し
ら
す
歌
］
、
花
道
の
つ
ら
ね
［
同
国
柏
鐘
歌
・
四
方
赤
良
歌
］
、
樋
口
関
月

［
同
国
秋
山
玉
山
歌
］
、
広
沢
翁
［
同
国
東
里
歌
］
、
丈
麗
（
圏
追
善
）
［
因
卯
雲
歌
］
、
へ
つ
〉
東
作
（
東
作
）
｛
国
四
方
赤
良
歌
、

田
三
井
嘉
栗
歌
］
、
へ
つ
、
東
作
妻
（
園
追
善
）
［
因
へ
つ
、
東
作
歌
］
、
宝
生
九
郎
妻
（
園
追
善
）
［
困
樋
口
関
月
歌
］
、
望
汰
欄

（
圏
洲
崎
）
［
巴
あ
け
ら
菅
江
歌
］
、
三
井
長
年
（
一
一
一
井
嘉
栗
）
［
国
あ
け
ら
菅
江
歌
・
へ
つ
、
東
作
歌
］
、
も
と
の
も
く
あ
み
［
国
へ

っ
、
東
作
歌
］
、
柳
生
く
ら
の
介
（
園
追
善
）
［
因
藤
本
由
己
歌
］
、
山
崎
宗
鑑
［
岡
国
よ
み
人
し
ら
す
歌
］
、
山
下
金
作
（
圏
役
者
）

［
用
凶
本
阿
弥
柳
夫
歌
］
、
山
手
白
人
［
巳
へ
つ
冶
東
作
歌
］
、
由
縁
斎
貞
柳
［
因
紀
海
音
歌
］
、
百
合
女
（
園
京
祇
園
）
［
用
回
よ

み
人
し
れ
多
歌
］
、
四
方
赤
良
｛
国
卯
雲
歌
、
囚
業
寂
僧
都
歌
、
田
智
恵
内
子
歌
、
用
回
け
い
少
な
ら
ん
歌
・
祝
阿
歌
］
、
利
休

［
同
国
よ
み
人
し
ら
す
歌
］
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